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１

白
梅
学
園
の
発
展
を
大
き
く
支
え
た
先
達
の
一
人
に
牧
野
英
一
が

い
る
。
刑
法
学
者
と
し
て
は
、
戦
前
日
本
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
り
、

法
律
の
み
か
日
本
そ
の
も
の
の
民
主
化
や
近
代
化
に
も
貢
献
し
た
人

物
で
あ
る
。

牧
野
が
本
学
園
の
学
園
長
を
勤
め
た
の
は
、
昭
和
二
七
年
か
ら
昭
和

三
七
年
ま
で
の
ほ
ぼ
一
〇
年
間
で
あ
る
。
ま
だ
東
京
家
庭
学
園
と
称
し

た
時
代
か
ら
、
白
梅
保
母
学
園
時
代
を
経
て
短
大
創
設
時
の
初
代
学
長

に
ま
で
及
ぶ
時
代
で
あ
る
。
穂
積
重
遠
初
代
学
園
長
の
没
後
、
二
代
目

と
し
て
就
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
牧
野
と
白
梅
学
園
あ
る

い
は
社
会
教
育
協
会
と
の
関
わ
り
は
遠
く
戦
前
に
ま
で
遡
る
。

牧
野
ほ
ど
華
麗
な
経
歴
の
持
ち
主
が
白
梅
学
園
と
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
穂
積
初
代
園
長
と
同
様
に
、
社
会
教
育
協
会
お
よ
び

小
松
謙
助
と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
。大
正
か
ら
戦
前
昭
和
に
か
け
て
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
流
れ
の
下
で
民
衆
本
位
の
政
治
や
教
育
が
叫

ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
と
も
に
民
衆
本
位
の
立
場
か
ら
そ
の
流
れ
を
推

し
進
め
よ
う
と
し
た
運
動
の
同
士
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
牧
野
は
、
白
梅
学
園
と
の
関
係
で
は
、
学
園
長
・
学
長
・
名

誉
学
長
に
加
え
て
社
会
教
育
協
会
か
ら
の
著
作
の
刊
行
、
講
座
の
講

師
な
ど
多
様
な
形
で
関
係
し
、
貢
献
し
て
い
る
。

２

牧
野
は
、
東
大
法
学
部
教
授
、
そ
し
て
刑
法
学
者
と
し
て
刑
法
中

牧
野
英
一

―
日
本
の
刑
法
学
の
泰
斗
―

牧
野
英
一

―
日
本
の
刑
法
学
の
泰
斗
―

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
②

学
校
法
人
白
梅
学
園
理
事
長
　
小
松
　
隆
二

15_白梅学園の先駆者たち.qxd  05.4.21 7:14 PM  ページ 43



44第2号●地域と教育

心
に
日
本
の
法
体
系
の
発
展
を
支
え
て
き
た
先
達
で
あ
る
。
明
治
一

一
年
に
岐
阜
県
高
山
市
の
生
れ
。
第
三
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国

大
学
に
入
学
。
卒
業
後
、
法
学
部
講
師
、
助
教
授
、
そ
し
て
欧
州
留

学
を
終
え
て
帰
国
し
た
大
正
二
年
に
教
授
に
昇
格
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
学
士
院
会
員
、
貴
族
院
勅
選
議
員
、
法
制
関
係
の
各
種

審
議
会
委
員
、
会
長
な
ど
を
歴
任
。
文
化
勲
章
受
賞
。
昭
和
四
五
年
、

九
二
歳
と
い
う
高
齢
で
逝
去
し
て
い
る
。
著
作
は
、
名
著
と
さ
れ
る

『
刑
法
学
の
新
思
潮
と
新
刑
法
』（
警
眼
社
、
一
九
〇
九
年
）は
じ
め
、

一
〇
〇
冊
を
超
え
る
が
、
そ
の
多
さ
は
学
者
と
し
て
は
超
人
的
と
も

い
え
る
も
の
で
あ
る
。

牧
野
は
刑
法
学
者
と
は
い
え
、
民
法
、
法
哲
学
な
ど
広
い
領
域
や

課
題
に
わ
た
っ
て
論
究
し
、
活
躍
し
た
。
形
式
主
義
か
ら
解
放
さ
れ

た
自
由
法
論
を
根
幹
に
、
目
的
主
義
と
主
観
主
義
に
立
脚
す
る
法
理

論
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
刑
法
犯
と

は
い
え
、
人
間
と
し
て
愛
を
持
っ
た
対
応
、
そ
し
て
生
存
権
を
認
め

る
主
張
を
早
く
か
ら
な
し
た
こ
と
も
、
時
代
に
先
行
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
牧
野
が
早
く
も
大
正
の

末
か
ら
法
律
の
社
会
性
・
人
間
性
、
さ
ら
に
昭
和
に
入
る
と
倫
理
性

に
も
着
目
し
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
現
代
に
生
き
る

視
点
で
あ
る
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
流
れ
と
密
接
な
視
点
・
主

張
で
あ
っ
た
。

ま
た
牧
野
は
実
践
家
に
は
一
歩
譲
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
日
本

近
代
の
監
獄
、
少
年
院
な
ど
の
教
護
事
業
と
行
政
に
も
強
い
関
心
を

示
し
、
そ
の
運
営
や
近
代
化
に
勤
め
た
先
駆
者
と
の
交
流
を
大
切
に

し
た
。

例
え
ば
、
明
治
、
大
正
期
に
わ
た
っ
て
、
明
治
初
期
の
慈
善
事
業
、

さ
ら
に
明
治
後
半
の
感
化
救
済
事
業
を
、
よ
り
近
代
的
な
社
会
事
業

に
高
め
る
こ
と
に
教
護
事
業
の
実
践
を
通
し
て
貢
献
し
た
留
岡
幸

助
、
有
馬
四
郎
助
、
原
胤
昭
ら
に
篤
い
エ
ー
ル
を
送
る
人
間
的
絆
を
、

牧
野
は
も
っ
て
い
た
。
彼
が
留
岡
幸
助
の
北
海
道
家
庭
学
校（
非
行

少
年
の
更
生
・
社
会
的
自
立
を
め
ざ
す
教
護
院
）を
訪
う
て
い
る
こ

と
、
そ
こ
で
著
名
な
「
最
後
の
一
人
の
生
存
権
」
と
題
す
る
講
演
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
記
念
植
林
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。私
も
北
海
道
家
庭
学
校
に
は
二
度
訪
れ
て
い
る
が
、

谷
前
校
長
の
案
内
で
牧
野
林
が
現
在
も
目
立
た
な
い
な
が
ら
も
、
強

く
生
き
て
い
る
こ
と
を
自
ら
の
目
で
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
実
践
家
を
尊
敬
し
た
こ
と
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
の

特
色
で
あ
っ
た
髭
な
ど
を
は
や
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
論
文
は
答
案
用

紙
な
ど
用
済
み
の
も
の
を
常
用
し
た
こ
と
な
ど
に
、
そ
の
庶
民
性
を

読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
ら
に
牧
野
が
白
梅
学
園
長
を

引
き
受
け
る
の
と
共
通
す
る
庶
民
的
な
側
面
を
読
み
取
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

牧
野
に
関
し
て
は
、
高
円
寺
時
代
の
白
梅
学
園
で
、
私
は
た
だ
一
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度
の
み
尊
顔
を
拝
し
て
い
る
。
偉
大
な
先
生
に
一
度
触
れ
て
み
る
の

も
悪
く
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
小
松
謙
助
の
配
慮
で
お
会
い
さ
せ
て
頂

い
た
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
度
の
強
い
眼
鏡
と
ス
テ
ッ
キ
を
持
つ
高

齢
で
、
老
人
の
趣
き
の
強
さ
を
印
象
付
け
ら
れ
た
が
、
大
先
生
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
記
憶
に
は
強
く
残
っ
て
い
る
。

そ
の
牧
野
の
晩
年
の
主
張
や
姿
勢
に
は
批
判
も
少
な
く
な
い
。
人

間
で
あ
れ
ば
誰
も
が
あ
る
種
の
批
判
は
避
け
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
牧
野
の
場
合
も
、
晩
年
の
姿
勢
に
関
し
て
は
批
判
が
少
な
く
な

い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

例
え
ば
、
我
妻
栄
の
よ
う
に
、
一
方
で
冷
静
に
高
く
評
価
し
つ
つ
、

他
方
で
戦
後
の
民
法
改
正
に
際
し
て
み
せ
た
牧
野
の
保
守
性
・
後
向

き
の
姿
勢
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
そ
の
例
で
あ
る（
我
妻
栄
「
牧
野

英
一
先
生
」『
書
斎
の
窓
』
一
八
九
号
、
昭
和
四
五
年
七
月
号
）。
ま

た
大
正
・
戦
前
昭
和
期
に
は
反
権
威
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
東
京

大
学
教
授
と
し
て
学
会
・
学
界
活
動
を
す
る
場
合
、
結
局
権
威
の
中

に
埋
没
し
た
姿
勢
を
示
し
た
一
面
な
ど
、
批
判
は
多
々
あ
り
う
る
。

私
は
、
戦
後
の
民
法
改
正
時
に
は
、
牧
野
は
す
で
に
高
齢
に
す
ぎ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
本
来
改
正
の
審
議
に
参
加
す
る
年

齢
を
超
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
面
か
ら
の
同
情
・
擁
護
論

で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
主
義
や
自
由
が
十
分
に
開
花
し
な
か
っ

た
戦
前
に
、
牧
野
の
果
た
し
た
役
割
、
例
え
ば
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
代
表
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
、
吉
野
作
造
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
言
動

を
支
持
し
た
り
、
吉
野
の
死
に
際
し
て
は
葬
儀
で
吉
野
の
履
歴
朗
読

の
労
を
と
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
牧

野
の
白
梅
学
園
へ
の
関
与
・
協
力
に
も
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代

以
来
の
牧
野
に
お
け
る
反
権
威
・
民
衆
性
の
残
存
が
感
じ
ら
れ
る
。

多
く
の
名
誉
職
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
小
さ
な
白
梅
学
園
長
を
勤
め

た
こ
と
で
、
東
大
時
代
と
は
違
っ
た
肩
肘
の
張
ら
な
い
仕
事
の
楽
し

み
を
味
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

冒
頭
の
牧
野
英
一
氏
の
写
真
は
、
文
中
に
出
て
く
る
「
最
後
の
一
人
の
生

存
権
」
大
正
十
三
年
人
道
社
刊
の
も
の
を
転
載
し
ま
し
た
。
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